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Web 教材『やさしい漢字』（http://www.mdbj.co.jp/_kanji/）を日本語能力試験用に再編集し、加筆

改訂した新しい漢字教材『漢字Ⅰ』と『漢字Ⅱ』を紹介する。『漢字Ⅰ』は出題基準 N５から N２まで

の漢字を、易しい字解とともに、独習にも対応できるように編まれている。『漢字Ⅱ』は作成中である

が、残りの常用漢字を３グループに分け、『漢字Ⅰ』同様、系統的に関連づけた字解をつけている。 

  Web 教材の『やさしい漢字』も同様であるが、教材に漢字の成り立ちをイメージできる絵と簡単な字

解を加えたのは、初めて漢字という文字に触れて苦悩する学習者、例えば、ほとんどの漢字が黒丸に

しか見えないと訴える学習者や藁をも掴む思いで漢字に背番号をつけて覚えようと呻吟する学習者

（なんと彼はホワイトハッカー並みのパソコン技能者でもあった）たちの思いを形にした産物でもあ

る。 

 これら新教材『漢字Ⅰ』と『漢字Ⅱ』、とりわけ、漢字学習を始める学習者のための『漢字Ⅰ』の出

版を共同でできないものかと思う。その＜字解＞の部分の自国語への翻訳をお願いし、その完成原稿

をお渡しする。教育への財政援助を削減し続ける日本政府を当てにせずとも、各大学や独自に可能な

方法を探っていこうと思うし、すでに２大学で翻訳が進んでいて、さらに１大学が大学への助成を申

請中である。 

 

最後に、新教材の概要を説明した＜前書き＞の部分を資料として添付する。 

 

 

              はじめに  

 

 本書
ほんしょ

は以下
い か

のような意図
い と

をもって作成
さくせい

されています。 

 

⒈ 本書
ほんしょ

『漢字
かんじ

Ⅰ』（N５からN２までの漢字
かんじ

）と『漢字
かんじ

Ⅱ』（常 用
じょうよう

漢字
かんじ

）はネット教 材
きょうざい

『やさ

しい漢字
かんじ

』（http://www.mdbj.co.jp/_kanji/）を日本語
にほんご

能 力
のうりょく

試験
しけん

用
よう

に組
く

み換
か

え、さらに追加
ついか

し、

『漢字
かんじ

系統樹
けいとうじゅ

表
ひょう

2800』（扶桑社
ふそうしゃ

）を参考
さんこう

に、漢字
かんじ

を系統的
けいとうてき

に学 習
がくしゅう

できるように編
あ

まれてい

ます。例
たと

えば「見」はN５ですが、「目」はN４なので、 級
きゅう

の順 序
じゅんじょ

通
どお

りに学 習
がくしゅう

すれば「見」

を学 習
がくしゅう

した後
あと

に「目」を知
し

るという非効率
ひこうりつ

が 生
しょう

じます。そうした非効率
ひこうりつ

を是正
ぜせい

して、 級
きゅう

によ

る順 序
じゅんじょ

に系統的
けいとうてき

な順 序
じゅんじょ

を加味
か み

し、「目」を知
し

った上
うえ

で「見」を学
まな

べるよう、学 習
がくしゅう

効率
こうりつ

を高
たか
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めています。さらに各
かく

漢字
かんじ

の字解
じかい

もより専門的
せんもんてき

に改訂
かいてい

されています。『漢字
かんじ

系統樹
けいとうじゅ

』について

は ６.を読
よ

んでください。 

⒉ 漢字
かんじ

を系統的
けいとうてき

にそのパーツから学
まな

ぶため、 級
きゅう

レベルより先
さき

に学 習
がくしゅう

する必要
ひつよう

のある字
じ

につ

いては、もとの 級
きゅう

レベルでも復 習
ふくしゅう

できるように、目次
もくじ

で再度
さいど

同
おな

じ字
じ

を紹 介
しょうかい

しています。その

場合
ばあい

は主
おも

に[例
れい

]（漢字
かんじ

の使
つか

い方
かた

）を中 心
ちゅうしん

に練 習
れんしゅう

してください。 

⒊ 漢字
かんじ

によっては、正確
せいかく

な字源
じげん

ではなく、より簡単
かんたん

な覚
おぼ

え方
かた

を提示
ていじ

したものもあります。それ

で、正確
せいかく

な字源
じげん

を知
し

りたいときは、『漢字系統樹
かんじけいとうじゅ

で学
まな

ぶ 改訂
かいてい

 漢字
かんじ

イメージトレーニング500』

（三恵社
さんけいしゃ

）や電子
でんし

書籍
しょせき

の『漢字系統樹表
かんじけいとうじゅひょう

2800 字解
じかい

』（扶桑社
ふそうしゃ

）を読
よ

んでください。 

⒋ 本書
ほんしょ

は、単
たん

なる暗記
あんき

学 習
がくしゅう

が不得手
ふ え て

な学 習 者
がくしゅうしゃ

のために[字解
じかい

（覚
おぼ

え方
かた

）]の欄
らん

が加
くわ

えられて

います。それで、暗記
あんき

が得意
とくい

で、それらが不要
ふよう

な学 習 者
がくしゅうしゃ

は、[字解
じかい

]の欄
らん

を飛
と

ばして[読
よ

み方
かた

]や

[意味
い み

]、[例
れい

]を中 心
ちゅうしん

に学 習
がくしゅう

を進
すす

めるとよいでしょう。 

⒌ 本書
ほんしょ

は大学生
だいがくせい

を対 象
たいしょう

に作成
さくせい

されているので、少
すこ

し 難
むずか

しい表 現
ひょうげん

も含
ふく

まれています。

児童教育
じどうきょういく

に使用
しよう

する場合
ばあい

は、絵
え

や画像
がぞう

を用
もち

いて、わかりやすく説明
せつめい

してあげてください。 

⒍ 『漢字
かんじ

系統樹
けいとうじゅ

』については以下
い か

の説明
せつめい

を読
よ

んでください。 

 

 漢字
かんじ

はその字形構造
じけいこうぞう

をよく見
み

ると、その複雑
ふくざつ

さによって三種類
しゅるい

に分
わ

けられます。つまり、もうそ

れ以上
いじょう

分解
ぶんかい

できない最小単位
さいしょうたんい

のパーツ（単漢字
たんかんじ

も含
ふく

まれ「字素
じ そ

」と言
い

うこともあります）、それを

最大限
さいだいげん

に組
く

み合
あ

わせた最大単位
さいだいたんい

の漢字
かんじ

（複合漢字
ふくごうかんじ

）、その中 間
ちゅうかん

の最小単位
さいしょうたんい

でも最大単位
さいだいたんい

でもな

い漢字
かんじ

の三種類
しゅるい

です。 

 最小単位
さいしょうたんい

のパーツ（字素
じ そ

）は様々
さまざま

な漢字
かんじ

を形成
けいせい

する最小単位
さいしょうたんい

の構成要素
こうせいようそ

となり、中 間
ちゅうかん

の字
じ

も

最大単位
さいだいたんい

の漢字
かんじ

を構成
こうせい

するパーツとなります。例
たと

えば、「砂漠
さばく

」の「漠
ばく

」は「氵」と「莫
ばく

」からで

きています。「氵」は「水
みず

」を 表
あらわ

す最小単位
さいしょうたんい

のパーツですが、「莫
ばく

」はさらに「艹」と「日」と

「大」に分
わ

けられるので、最小単位
さいしょうたんい

でも最大単位
さいだいたんい

でもない中 間
ちゅうかん

の字
じ

ということになります。この

「莫
ばく

」の「大」は「艹」が変形
へんけい

したものとわかっているので、「莫
ばく

」は「艹」（草
くさ

）と「日
ひ

」（太陽
たいよう

）と

「艹」（草
くさ

）でできていることになります。「艹」と「日
ひ

」はもうこれ以上
いじょう

分
わ

けられないので、最小単位
さいしょうたんい

のパーツということになります。このように見
み

ると、最大単位
さいだいたんい

の漢字
かんじ

の「漠
ばく

」は最小単位
さいしょうたんい

のパーツ

「水
みず

」と中 間
ちゅうかん

の複合漢字
ふくごうかんじ

「莫
ばく

」からできていて、「莫
ばく

」は「艹」と「日
ひ

」からできていることがわ

かります。そして「莫
ばく

」は日没
にちぼつ

（草原
そうげん

に沈
しず

む日
ひ

）を 表
あらわ

すので、「莫
ばく

」は太陽
たいよう

を 表
あらわ

す「日
ひ

」を中 心
ちゅうしん

にして成立
せいりつ

している漢字
かんじ

といえます。「日
ひ

」を中 心
ちゅうしん

にして成
な

り立
た

っている漢字
かんじ

のグループを「日
ひ

」

群
ぐん

とし、「漠
ばく

」はその内
うち

の「莫
ばく

」をパーツにする漢字
かんじ

なので、「莫
ばく

」系
けい

とすると、「漠
ばく

」は「日
ひ

」
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群
ぐん

の「莫
ばく

」系
けい

に属
ぞく

する漢字
かんじ

ということになります。「莫
ばく

」系
けい

に属
ぞく

する漢字
かんじ

はほかにも「暮
ぼ

、墓
ぼ

、幕
まく

」

などがあります。分
わ

かりやすく図示
ず し

すると次
つぎ

のようになります。 

 「 日
ひ／にち

」—「莫
ばく

」—「暮
ぼ

、墓
ぼ

、 幕
まく／ばく

、募
ぼ

、慕
ぼ

、 模
も／ぼ

、膜
まく

、漠
ばく

」 

他
た

の漢字
かんじ

も同様
どうよう

に 考
かんが

えていくと、右手
みぎて

を 表
あらわ

す「又
ゆう

」群
ぐん

には「反
はん

」系
けい

や「殳
しゅ

」系
けい

などがあって、図示
ず し

すると次
つぎ

のようになるでしょう。 

 「又
ゆう

」—「反
はん

」—「板
ばん

、坂
はん

、阪
はん

、飯
はん

、版
はん

、販
はん

、返
へん

」 

    —「殳
しゅ

」—「殺
さつ

、役
やく

、投
とう

、設
せつ

」 

このように、漢字
かんじ

を系統立
けいとうだ

てて分類
ぶんるい

したものを［漢字系統樹
かんじけいとうじゅ

］といいます。 

 

 漢字
かんじ

は三千年
さんぜんねん

以上前
いじょうまえ

に中 国
ちゅうごく

で誕 生
たんじょう

した文字
も じ

ですから、漢字
かんじ

には古代中国
こだいちゅうごく

を背景
はいけい

にした壮大
そうだい

な誕 生 物 語
たんじょうものがたり

があると言
い

えるでしょう。漢字
かんじ

の各
かく

パーツにはそれぞれ意味
い み

があって、それを組
く

み合
あ

わ

せてできる漢字
かんじ

の意味
い み

や読
よ

み方
かた

を 表
あらわ

しますし、組
く

み合
あ

わせがそのまま誕 生 物 語
たんじょうものがたり

を物語
ものがた

っている

ことも多
おお

いのです。 

 この『漢字
かんじ

Ⅰ』では、そのような漢字
かんじ

の特 徴
とくちょう

を利用
りよう

して、日本語能力試験
にほんごのうりょくしけん

出 題 基 準
しゅつだいきじゅん

のN５からN

２までの漢字
かんじ

を 級
きゅう

レベル 順
じゅん

に、しかも系統的
けいとうてき

に、最 小
さいしょう

単位
たんい

のパーツから最大単位
さいだいたんい

の漢字
かんじ

へと 順
じゅん

を追
お

って学
まな

べるようになっています。三千年
さんぜんねん

以上前
いじょうまえ

の中 国
ちゅうごく

の生活
せいかつ

や信仰
しんこう

を想像
そうぞう

しながら、漢字
かんじ

をイメージする練 習
れんしゅう

を重
かさ

ねていくのです。そうすることで、漢字
かんじ

を通
とお

して物語
ものがた

られる、神々
かみがみ

を祭
まつ

る儀式
ぎしき

や、神
かみ

に捧
ささ

げる動物
どうぶつ

の 命
いのち

や肉
にく

にまつわる漢字
かんじ

の誕 生 物 語
たんじょうものがたり

もわかってくるでしょう。 

 『漢字
かんじ

Ⅰ』では、日本語能力試験
にほんごのうりょくしけん

出 題 基 準
しゅつだいきじゅん

のN５からN２までの漢字
かんじ

を 級
きゅう

レベル 順
じゅん

に、しかも

系統的
けいとうてき

に1010字
じ

、つづく『漢字
かんじ

Ⅱ』で、すべての常 用
じょうよう

漢字
かんじ

を、できれば、毎日３字ずつ、２年
ねん

ほど

での習 得
しゅうとく

を目指
め ざ

します。 

 尚
なお

、本書
ほんしょ

の字解
じかい

の多
おお

くは、故
こ

白 川 静
しらかわしずか

博士
はかせ

の字説
じせつ

によっています。それでは、太古
たいこ

の中 国 社 会
ちゅうごくしゃかい

を想像
そうぞう

しながら、漢字
かんじ

の世界
せかい

を存分
ぞんぶん

に楽
たの

しんでください。 

 

２０２３年
ねん

８月
がつ

 

                      善如寺俊幸（ZENNYOJI Toshiyuki） 

 

 

               凡例
はんれい

と使
つか

い方
かた

  

 

 本書
ほんしょ

は１０１０字
じ

の見出
み だ

し漢字
かんじ

について、以下
い か

のように説明
せつめい

しています。  
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漢字番号
かんじばんごう

   級
きゅう

 

（漢字系統樹表の行 列
ぎょうれつ

） 

意味
い み

（漢字
かんじ

の意味
い み

） 

 

音読
おんよ

み 

例
れい

（漢字
かんじ

の使
つか

い方
かた

） 

 

 

見出
み だ

し漢字
かんじ

 

イメージ画
が

 

（漢字
かんじ

の成
な

り立
た

ちを

イメージした絵
え

） 

筆 順
ひつじゅん

（漢字
かんじ

の書
か

き方
かた

） 

訓読
くんよ

み 字解
じかい

（漢字
かんじ

の成
な

り立
た

ちや覚
おぼ

え方
かた

の説明
せつめい

） 

訳
やく

（字解
じかい

の翻訳
ほんやく

） 

 

[漢字番号
かんじばんごう

]： 本書
ほんしょ

の目次
もくじ

や索引
さくいん

で漢字
かんじ

を特定
とくてい

するためにつけられた番号
ばんごう

です。 

 

[ 級
きゅう

]： 漢字
かんじ

番号
ばんごう

の右側
みぎがわ

には、日本語能力試験出題基準
にほんごのうりょくしけんしゅつだいきじゅん

の 級
きゅう

（N5〜N1）が示
しめ

されています。「N0」

とあるのはN５からN１までに含
ふく

まれない漢字
かんじ

、つまり「日本語能力試験
にほんごのうりょくしけん

出 題 基 準
しゅつだいきじゅん

外
がい

の漢字
かんじ

」とい

うことです。 

 

（ 行
ぎょう

列
れつ

）： 漢字
かんじ

番号
ばんごう

の下
した

には『漢字
かんじ

系 統 樹 表
けいとうじゅひょう

2800』(2020年
ねん

12月
がつ

版
ばん

)の 行
ぎょう

と列
れつ

が 

（ − 行
ぎょう

 − 列
れつ

）のように示
しめ

されています。 

［音読
おんよ

み］： 見出
み だ

し漢字
かんじ

の音読
おんよ

みをカタカナ書
が

きで示
しめ

しています。 

 

［見出
み だ

し漢字
かんじ

］： 学 習
がくしゅう

すべき漢字
かんじ

で、書体
しょたい

は印刷用
いんさつよう

の活字体
かつじたい

ではなく、より筆記体
ひっきたい

に近
ちか

い

教科書体
きょうかしょたい

を使
つか

っています。 

 

［訓読
くんよ

み］： 見出
み だ

し漢字
かんじ

の訓読
くんよ

みをひらがな書
が

きで示
しめ

しています。 
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［意味
い み

］： 漢字
かんじ

の意味
い み

（字義
じ ぎ

）が示
しめ

されていますが、現在使
げんざいつか

われている意味
い み

だけでなく、本来
ほんらい

の意味
い み

を加
くわ

えたものもあります。 

 

［例
れい

］： 漢字
かんじ

の使
つか

い方
かた

のうち、比較的簡単
ひかくてきかんたん

でよく使
つか

う例
れい

を示
しめ

しています。 

 

［漢字誕生
かんじたんじょう

のイメージ画
が

］： 見出
み だ

し漢字
かんじ

の成
な

り立
た

ち（誕 生 物 語
たんじょうものがたり

）を絵図
え ず

で示
しめ

したものです。漢字
かんじ

の字形
じけい

がイメージしやすいように工夫
くふう

されています。 

 

［筆 順
ひつじゅん

］： 見出
み だ

し漢字
かんじ

の書
か

き方
かた

を示
しめ

したものです。 

 

 [字解
じかい

]： 漢字
かんじ

の成
な

り立
た

ちや簡単
かんたん

な覚
おぼ

え方
かた

を説明
せつめい

しています。 

 

 [訳
やく

]： [字解
じかい

]で説明
せつめい

した内容
ないよう

を英
えい

語
ご

などに翻訳
ほんやく

したもので、初 級
しょきゅう

日本語
にほんご

の学 習 者
がくしゅうしゃ

にもわかり

やすくなっています。 
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